
 

 

 

 

公益財団法人ひろしま文化振興財団 

令和 7年度 広島文化賞・ひろしま文化功労者表彰・広島文化新人賞の 

決定及び贈呈式について 

公益財団法人ひろしま文化振興財団では、心豊かなうるおいのある地域社会の創造に寄与するため、

地域文化の向上、普及に貢献した個人及び団体を「広島文化賞」として、また、永年にわたり、地域にお

いて芸術文化の振興・発展に貢献した個人及び団体に対し、栄誉をたたえるため、その業績を「ひろしま

文化功労者表彰」として、そして、優れた文化活動を行い将来性のある個人及び団体に対し、今後の

活躍を期待し奨励するため「広島文化新人賞」として顕彰しています。 

この度、令和７年度 各賞の受賞者を次のとおり決定し、贈呈式を行います。 

１ 贈呈式 

（１）日時  令和７年１２月５日（金）１４時００分 

（２）場所  サテライトキャンパスひろしま（広島市中区大手町 1丁目 5番 3号）５０４中講義室 

（３）次第  ○賞状・副賞の授与  ○理事長挨拶  ○受賞者挨拶 

２ 受賞者 

（１）広島文化賞 

区 分 団 体 名 活動期間 分 野 所在地 

団体の部 広島
ひろしま

平和
へ い わ

美術
びじゅつ

協会
きょうかい

 71年 美術 広島市 

（２）ひろしま文化功労者表彰 

区 分 氏 名 ・ 団 体 名 
年 齢 

活動期間 分 野 所在地 

個人の部 宮
みや

本
もと

 住
すみ

逸
いつ

 70歳 地域文化 福山市 

団体の部 特
とく

定
てい

非
ひ

営
えい

利
り

活
かつ

動
どう

法
ほう

人
じん

 茶
ちゃ

の
の

湯
ゆ

歳
さい

時
じ

記
き

同
どう

好
こう

会
かい

 53年 生活文化 尾道市 

（３）広島文化新人賞 

区 分 氏 名 年 齢 分 野 所在地 

個人の部 

イタイ ミナコ 31歳 美術／地域文化 広島市 

尾身
お み

 大輔
だいすけ

 33歳 美術（彫刻）  三原市 

神田
か ん だ

 妙
たえ

美
み

 37歳 美術（日本画） 福山市 

児玉
こ だ ま

 香織
か お り

 39歳 美術（現代美術） 東広島市 

前田
ま え だ

 由
ゆ

芽
め

 43歳 美術（日本画） 広島市 

３ その他 

賞 区 分 創 設 年 度 
受賞者の累計 （今年度含む） 

個 人 団 体 

広島文化賞 昭和５５年度 １２５名 ９２団体 

ひろしま文化功労者表彰 平成２５年度 １６名 １団体 

広島文化新人賞 令和 2年度 ２５名 0団体 

※ 受賞者のプロフィール及び過去の状況につきましては、別紙を御参照ください。 

 

 

資 料 提 供 

令和7年11月28日（金） 

所属名： 公益財団法人ひろしま文化振興財団 

担 当 ： 楢原、岩瀬、辰見、名越 

T E L ： ０８２-２４９-８３８５ 
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 術
じゅつ

 協
きょう
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かい

 

美 術 

広 島 市 

 

1955 年の原水爆禁止世界大会に合わせて開催された

「広島平和美術展」をきっかけに、柿手春三（初代会長）、

四國五郎など被爆者の画家と被爆地広島に心を寄せる人た

ちによって同年に設立され、現在、約200名の会員で構成

される。 

創設以来、被爆地広島で平和希求の熱い思いを創作活

動で表明する場を担い、1968年からは「広島平和美術

展ニュース」の発行を開始。1994年の広島アジア競技

大会の際には芸術展示に参加し、1995年の被爆50年

には全国 38 都市の「平和美術展」の作品を招待したほ

か、1998年広島・長崎平和美術協会の交流美術展をア

メリカ・ニューメキシコ州で開催しその後 10 年近く交

流するなど、美術を通して国内外と交流し、平和学習に協

力するなど数々の社会教育活動を行っている。 

審査や賞を設けないアンデパンダン方式を採用し、原爆

の日の前後に多様なジャンルの作品を出品する総合美術展

として開催。収益は平和維持活動に寄付し続けており、

2024年からは高校生の出品料を無料化するなど、若い世

代を含む幅広い人々に発表の場を提供している。 

 



 回 開催年月日  

贈呈数  

 回  開催年月日  

贈呈数  

 回 開催年月日  

贈呈数  

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

個
人 

団
体 

第１回 昭和５ ５年１ ０月２１日 １１ ４ 第１９回 平成１ ０年１ ０月２８日 ２ １ 第３７回 平成２８年１１月２４日 １ １ 

第２回 昭和５ ６年１ ０月２１日 ８ ４ 第２０回 平成１ １年１ ０月１３日 ２ － 第３８回 平成２９年１１月３０日 ２ － 

第３回 昭和５ ７年１ ０月１４日 ５ ６ 第２１回 平成１ ２年１ ０月２５日 ２ １ 第３９回 平 成 ３ ０ 年 １ １ 月 ６ 日  １ １ 

第４回 昭和５ ８年１ ０月２０日 ７ ６ 第２２回 平成１ ３年１ ０月１８日 ２ １ 第４０回 令和元年１ １月８日  － － 

第５回 昭和５９年１１月６日 ６ ６ 第２３回 平成１ ４年１ ０月２４日 ２ １ 第４１回 令 和 ２ 年 １ ２ 月 ４ 日 １ １ 

第６回 昭和６ ０年１ １月１３日 ５ ５ 第２４回 平成１ ５年１ １月２１日 ２ １ 第４２回 令 和 ３ 年 １ ２ 月 ６ 日 １ － 

第７回 昭和６１年１２月３日 ５ ５ 第２５回 平成１ ６年１ １月１６日 ２ １ 第４３回 令 和 ４ 年 １ ２ 月 ２ 日 １ １ 

第８回 昭和６２年１１月２日 ３ ４ 第２６回 平成１７年１２月３日 ２ １ 第４４回 令 和 ５ 年 １ ２ 月 ２ ０ 日  － １ 

第９回 昭和６ ３年１ １月２９日 ４ ４ 第２７回 平成１８年１１月２８日 ２ １ 第４５回 令 和 ６ 年 １ ２ 月 １ １ 日  ２ － 

第１０回 平成元年１１月２０日 ４ ３ 第２８回 平成１ ９年１ １月２６日 ２ １ 第４６回 令 和 ７ 年 １ ２ 月 ５ 日 － １ 

第１１回 平成２年１１月１４日 ３ ６ 第２９回 平成２ ０年１ １月１８日 ２ １     

第１２回 平成３年１０月２５日 ６ ６ 第３０回 平成２ １年１ １月２６日 ２ １     

第１３回 平成４年１０月２７日 ４ ２ 第３１回 平成２ ２年１ １月２２日 ２ １     

第１４回 平成５年１０月２２日 ３ ３ 第３２回 平成２ ３年１ １月１４日 ２ －     

第１５回 平成６年１０月８日 ３ ３ 第３３回 平成２５年１１月１９日  １ １     

第１６回 平成７年１０月１５日 ２ １ 第３４回 平成２ ５年１ １月２ ５日 － １     

第１７回 平成８年１０月１９日 ２ １ 第３５回 平成２６年１１月２6 日 ２ １     

第１８回 平成９年１０月１５日 ２ １ 第３６回 平成 27 年１１月１６日 ２ １ 合計 個人 １２５ 団体 ９２ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
公益財団法人ひろしま文化振興財団 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

特定
とくてい

非営利
ひ え い り

活動
かつどう

法人
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茶
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歳時記
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生活文化 

尾 道 市 

宮
みや

 本
もと

 住
すみ

 逸
いつ

 氏 

地域文化 

福 山 市 

 福山市在住、スタンフォード大学客員教授・医学部脳科学研

究所研究員・福山市文化財保護審議会委員・福山市文化財協会

会長、７０歳。福山市内海町出身で田島に由来する古式捕鯨に

用いられた網舟「双海船（そうがいぶね）」や鯨網の復元に取

り組む。 

 大学院入学以降日本の古式捕鯨について研究を続け、

2010 年モロッコでの国際捕鯨委員会で発表。これをきっか

けに、スタンフォード大学客員教授に招かれ、同大での研究を

進める過程で鯨の血管などががんの転移と深い関わりがある

ことを明らかにし、免疫学博士号を取得。世界的な活躍と同時

に、内海町誌の執筆や福山市古文書調査記録の監修に携わるほ

か、福山市主催の古文書解読講座や地元小・中学校教員や漁協

組合員への講演・ワークショップの講師を務めるなど、地域文

化の指導普及にも尽力している。 

 

会員1,200名12流派から構成。1972年創立、2022

年の特定非営利活動法人の認証を経て、50年余りにわたり

尾道市を中心に国内外で茶道の発展のため流派を超えて積

極的な活動を続ける。 

尾道市浄土寺などの文化財を利用した茶会を多数開催し、

2013年からは機関誌「茶の湯歳時記同好会新聞」の発行、

2022 年からは備後地域の文化・文化人を顕彰する茶会シ

リーズ「茶乃湯～西国街道をゆく」を企画するほか、地域や

高等学校での講演会や小学校の茶道クラブへの指導など、地

域の茶道文化の振興に尽力している。 

加えて、尾道市の国際交流ボランティア団体による茶会へ

の指導や欧米アジア各地での茶会の実施など、国際交流にも

努めている。 



回  開催年月日  

贈呈数  

個 

人 

団 

体 

第 １ 回 平 成 2 5 年 1 1 月 2 5 日  －  

第 ２ 回 平 成 2 6 年 1 1 月 2 6 日  － 

第 ３ 回 平 成 2 7 年 1 1 月 1 6 日  ３ 

第 ４ 回 平 成 2 8 年 1 1 月 2 4 日  １ 

第 ５ 回 平 成 2 9 年 1 1 月 3 0 日  １ 

第 ６ 回 平 成 3 0 年 1 1 月  6 日  ２ 

第 ７ 回 令 和 元 年 1 1 月  8 日  ２ 

第 ８ 回 令 和  2 年 1 2 月  4 日  １ 

第 ９ 回 令 和  3 年 1 2 月  6 日  １ 

第 10 回 令 和  4 年 1 2 月  2 日  ２  ― 

第 11 回 令 和  5 年 1 2 月 2 0 日  １  ― 

第 12 回 令 和  6 年 1 2 月 1 1 日  １  ― 

第 13 回 令 和  7 年 1 2 月  5 日  １  １ 

合  計  １６ １ 

※令和4年度から団体の部を創設 
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 氏 

美 術 － 彫 刻 

三 原 市 

イ タ イ ミ ナ コ 氏 

美 術／地域文化 

広 島 市 

 広島市在住、31 歳。広島市立大学大学院芸術学研究科博士後

期課程在籍、美術作家/アート・メディエーター。 

 博士前期課程修了後、美術家として活動を開始し、2022年か

ら1年間、文化庁事業「広島芸術都市ハイヴ」の職員を務め、ア

ート・メディエーターとして、みしま ART ログ、一般社団法人

オルタナティブスペースコア、宮島芸術祭実行委員会で活動。 

 2019年に広島市営基町高層アパートに学生で特例入居後、

「基町文化研」と銘打ち、多世代、多国籍の住民が集う基町の住

民から地域に関わる話を記録・伝承する取り組みを始める。現

在は自治会長を務め、地区内アートスペースの運営や、大学や

行政のプロジェクトと連携し、県内外から訪れる研究者・学生

に地域の文化的背景を解説・案内する役割を担う。 

 こうした地域の固有の文化を掘り下げ、向き合う独自の活動

を各地で立ち上げ、憑依を技法として取り入れながら、パフォ

ーマンスや映像を媒体とする表現活動を精力的に行っている。

多くの地域住民との関わりあいから生まれる領域横断的な創造

活動は、地域へ果たす効果として国内でも類を見ない。 

三原市在住、33 歳。広島市立大学大学院芸術学研究科造形

芸術専攻彫刻研究博士前期課程修了、同大学非常勤助教を経て、

2023 年から三原市小佐木島の公益財団法人ポエック里海財

団文化芸術担当及び里海環境保護担当として活動。 

作品は、主に昆虫や甲殻類などの生物を巨大化させた木彫で

あり、神話・宗教・民俗伝承から見た「人と自然との関わり」

をテーマに木彫の技法を用いて表現し、鑑賞空間そのものを変

容させ、その世界観を見るものに直接的に体験させる表現技法

が評価されている。 

 県内医療法人による「清風会芸術奨励作品展」芸術奨励賞、

「広島市立大学卒業・修了作品展」優秀賞を受賞。個展「空想

と虫籠」や小豆島の三都半島アートプロジェクトや瀬戸内国際

芸術祭など県内外でのグループ展を発表の場とし、大型の木彫

作品は国内外からの来場者の人気を博した。三原市小佐木島に

移住後は、財団保有のアートギャラリーの運営・管理、及び島

内環境の整備に従事し、５人目の島民として地域の発展、芸術

資源の保全、芸術による社会教育に取り組んでいる。 

今後も小佐木島での活動を継続し、将来的には、個展の開催、

作品の島内設置による地域の活性化を目指している。 

尾
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イ タ イ ミ ナ コ 氏 

美 術／地域文化 

広 島 市 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 福山市在住、37歳。尾道市立大学大学院美術研究科（日本画）

修了。大学卒業後から各種の絵画教室の講師を務める。 

学生時代は尾道のノスタルジーな風景を中心に風景画（日本

画）を制作。近年は広島出身として、平和のための異文化理解の

重要性を感じ、旅先の風景をテーマに歴史的背景を調べ、自身の

身近に感じたモチーフと重ねて 1 つの作品への融和を求めて描

いている。 

 日本画公募の院展を主な発表の場として、グループ展などで活

動し、春の院展では11回、再興院展（秋）では8回、合計19

回の入選を果たし、再興第110回院展では「奨励賞」を受賞。  

日本画の登竜門として知られる「臥竜日本画大賞展」入選、日本

画若手作家による研究発表展「有芽の会」法務大臣賞受賞。 

講師を務める日本画教室では尾道市だけでなく三原市、福山

市、府中市から集う幅広い世代との交流で技術を高め合うほか、

県立三原高校の記念絵画修復にも携わっている。 

 個展やアートプロジェクトに継続的に参加し、地元広島をはじ

め東京など全国で精力的に活動中。 

神
かん

 田
だ

 妙
たえ

 美
み

 氏 

美 術－日本画 

福 山 市 

東広島市在住、39歳。美術家。尾道市立大学芸術文化学部美

術学科卒業後、美術家として活動しながら、保育園や幼稚園など

で造形指導を始める。 

料理や食材をモチーフに青いキャンバスや方眼紙に線を描く

作品を制作。作家の感情やモチーフのイメージではない、線が作

るかたちを追及する独自の表現スタイルを持つ。 

県内外で個展・グループ展を開催する中、多くの現代アート作

家を輩出したギャラリー「ラディウム・レントゲンヴェルケ」で

注目を集めた。また、著名な現代美術コレクターによる「高橋コ

レクション」や「ヒロセコレクション」にも作品が収蔵され、今

後の活躍が期待されている。 

県内ギャラリーが行う児童対象のオンライン造形ワークショ

ップの講師を務めるほか、尾道市立大学で大学院生を対象とした

レクチャーも行うなど、地域貢献や後進育成にも取り組んでい

る。 

児
こ
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だま
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か
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おり

 氏 

美 術－現代美術 

尾 道 市 



 

 

 

 

 

 

 

 広島市在住、43歳。美術家。広島市立大学大学院芸術学研究

科博士後期課程総合造形芸術専攻満期退学後、美術家として活

動を始め、県内の中・高等学校、比治山短期大学部美術科で非

常勤講師、広島市立大学芸術学部で非常勤助教を務める。 

使用する和紙に植物染料で染め付けする手法で、紙の風合い

を生かしながら作品の優しい表情につなげる従来にない表現

方法が高く評価されている。 

 2009年以降欠かさず「創画展」に出品し継続的に入選を果

たし、2009年「奨励賞」、2024年、2025年「東京春季展

賞」を受賞。また広島信用金庫日本画奨励賞を 2025 年に受

賞している。 

 地域のワークショップで講師を務めるなど地域貢献に積極

的に取り組むほか、広島市立大学での学生指導を通じた後進育

成にも尽力している。 

前
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回  開  催  年  月  日  

贈  呈  数 

個
人 

団
体 

第 １ 回 令 和 2 年 1 2 月  4 日 ３ － 

第 ２ 回 令 和 3 年 1 2 月  6 日 ３ － 

第 ３ 回 令 和 4 年 1 2 月  2 日 ４ － 

第 ４ 回 令 和 5 年 1 2 月 2 0 日 ６ － 

第 ５ 回 令 和 6 年 1 2 月 1 1 日 ４ － 

第 ６ 回 令 和 7 年 1 2 月  5 日 ５ － 

合  計  ２５ ０ 
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